
 

 

 

 

 

 

日頃より円山小学校の教育活動に、ご理解とご協力をいただき大変感謝しております。ありがとうございま

す。今年度、本校では子供たちがこのような力をつけてほしいということや、そのためにどのような手立てで

取り組んでいくのかについてスクールプランを作成しました。今回はそのスクールプランについて簡単にご説

明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月１７日    

第１０号  

円山小学校 

学校だより 



１ はじめに１つめの柱である「わかる授業」についてご説明します。 

本校の今年度の研究テーマは「夢に向かってたくましく生きる円山っ子」です。サブテーマを「つながる探

究的な学び」とし、授業改善に取り組んでいます。探求的な学びとは、「問いをもつ」‐「調べる」‐「深め

る」‐「表現する」の４つの過程を繰り返すことで、新たな課題や思考が更新され続ける課題解決型の学習で

す。今年度は、昨年取り組んだ「課題設定（問いをもつ）」の研究を生かしながら、探究的な学習における４

つの過程のつながりを意識した研究に取り組んでいきたいと考えています。また、子供同士のつながり、教師

や先人、地域や歴史とのつながりなど、様々な「人・もの・こと」とつながることで得られる情報というの

も、子供たちの学びをより深めるものと考えます。（夏休みの宿題においてもこれらの力の育成にチャレンジ

したいと考えています。詳しくは６月２７日（金）発行の「まどかっこ」でお伝えします。） 

その探究的な学びが、児童の主体的な学びになるよう、わくわく感のある魅力的な学習課題を探っていきま

す。また、探究的な学びを支える基礎学力の定着が図れるよう、毎日の１時間１時間の授業では「わかる喜

び」や「できる楽しさ」を実感できる授業づくりを推進します。昨年作成した教科等横断的な視点での教育課

程の編成を、さらに充実したものにしていきます。 

たくさんの児童が同じ教室で学習する以上、約束事は必要です。自分も友達も集中したより良い学びの時間

となるように、話の聞き方や持ち物のルール等の確実な定着を図ります。 

 

２ 次に「心づくり・体づくり」です。 

学校というところは、安全で安心できるところでなければなりません。自分の考えや思いを遠慮や気兼ねす

ることなく堂々と表出できる学級の風土があり、やりたいことを自由にチャレンジできるような、誰もが自分

らしく生き生きと輝く場所であってほしいと思っています。それには、それぞれの違いを互いに認め合い、多

様な考えを生かし合おうとする気持ちをもつだけでなく、相手にそれが伝わる態度や行動ができるよう、学校

生活全体で育てていきます。たくさんの人間が集まって生活していく中で、互いに気持ちよく過ごせることは

とても大切なことです。本校では、アンケートやスクールカウンセラーとの面談等を活用して、いじめや不登

校の未然防止、早期発見、早期対応を心がけるとともに、児童に関する情報について適宜教職員で情報共有し

対応しています。 

 

３ 次に「信頼される学校づくり」です。 

学校の中での出来事というのは、家庭や地域から見えにくい部分もあるかと思います。学校の教育活動にご

理解とご協力をいただくために、学校HPや各種お便り等を通して、できるだけ学校の教育方針や教育活動を家

庭や地域に開いていきたいと考えています。 

５月には交通安全教室や自転車教室、高齢者疑似体験、公民館見学、６月のリゾット米の田植えや、本の読

み聞かせといった行事だけでなく、毎日の登下校の見守りでも大変お世話になっています。ありがとうござい

ます。他にも家庭や地域のご協力があってこその活動も少なくありません。こういった体験や異年齢での活

動、家庭や地域からの学び等を大切にし、社会とつながる学習を目指しています。地域の資源を最大限に活用

して、子供たちの学びを豊かにしていきたいと考えています。 

 

 

スクールプランについては、現在、円山小ホームページでもご覧いただけます。 


